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国

語
教
科
書
に

み

る

　
　

イ
ン

ド

の

公
教
育
の

宗
教
的
要
素

澤

　
田

　
彰

宏

　

現
代
イ

ン

ド
で

は

世
俗
主
義
が

憲
法
で

規
定
さ

れ
て

い

て
、

宗
教
教
育

は

公
立

校
で

は

禁
止
さ
れ
て

い

る
。

そ

の

た

め

公
立

校
の

科
目
に

は

宗
教

科
と
い

う
も

の

は

な

い
。

そ

こ

で、

多
宗

教
国
家
で

あ
る
イ

ン

ド
で

実

際

に

ど
の

よ
う
な

宗
教
的
な

事
柄
が

学
校
で

教
え
ら
れ

て

い

る

の

か

を
探
る

べ

く、

筆

者
は
ヒ

ン

デ

ィ

ー

語
（

北
イ

ン

ド

に

お

い

て

日
本
の

国

語
科
に

相
当
V

の

新
旧
二

種
の

教
科
書
を

資
料
と

し

て

比

較
・

分
析
し

た
。

教

科

書
は

イ
ン

ド

国
立

教
育
研

究
・

訓
練
協
議
会
（
以

下
NCERT

）

作

成
・

出
版
の

も
の

で

あ
る

。

　
こ

こ

で

新
旧
の

教

科
書
を

比
較
す
る
意

義
を

以
下
に

記
す
と
、

社
会
的

背
景
と

し

て

二

〇
〇
〇
年
か

ら

四

年
に

か

け
て

NCERT

の

中
等
教
育

用
歴

史
教

科
書
に

対
し
、

時
の

イ
ン

ド
入
民

党
（

BJP

）

を

中
心
と

す

る

連
立
政

権
か

ら

内
容
書
き
換
え
へ

の

介
入
が
あ

り
、

こ

れ
は

イ
ン

ド

内

外
で

大
き

な

問
題
と

な
っ

た
。

旧

版
教
科
書
は
こ

の

時
期
に

改
訂
・

出
版

さ

れ

た

も

の

で

あ
り、

新
版
は、

選

挙
に

敗
れ
た
BJP

政
権
甥

下
野
し

歴
史
教

科
書
の

問
題
が

終
結
し
た

後
に

書
名
も
変
え

新
た

に

出
さ

れ
た
も

の

で

あ
る

。

こ

の

こ

と

か

ら、

両
者
の

内
容
比
較
に

よ
り、

歴
史
教
科
書

以

外
に

BJP

政
権
か

ら
の

介
入

等
の

影
響
が

あ
っ

た
か

ど
う
か

に

つ

い

て
、

検
討
が

で

き

る

と

い

う
こ

と

で

あ
る

。

　
ま

ず、

旧
版
教

科
書

穿
、

黯
職

ミ
（
第
｝

〜
五

学
年
を

参

照
）

で

は
、

各
学
年
の

冒
頭
で

憲
法
前
文、

第
五
］

A
条
の

イ

ン

ド
国
民
の

基
本
義
務

な
ど

が
掲
げ
ら
れ、

第
｝

課
で

は

イ

ン

ド

の

国
土
や

国
旗
な

ど
を
称
え

生

徒
の

愛
国
心
を

喚
起
す
る

よ

う
な

詩
で

始
め

ら
れ

て

い

る
。

第
三

学
年
ま

で

は

祭
り
や

古

典
文
学
に

取

材
し
た

課
が

み

ら
れ、

第
四
学
年
か

ら

は

祭

り
に

代
わ
リ
イ
ン

ド
各
地
の

遺
跡
や

偉
人
を
題

材
と
し
た

も

の

が

み

ら

れ

た
。

こ

れ
ら

の

内
容
で

は、

登
場
人
物
の

属
す
る

宗
教
に

は

言
及
せ

ず
、

一

つ

の

祭
り
を
互
い

に

異
な
る

宗
教
コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

こ

ど

も
た

ち

が

共

に

祝
っ

て

い

た

り、

家
族
が

イ
ン

ド

各
地
の

名
所
や
ジ

ャ

イ

ナ

教
遺
跡
を

巡
っ

て

い

た

り
す
る

な

ど、

］

見、

イ
ン

ド
の

宗
教
そ
れ
ぞ

れ

の

個
別
性

に

は

触
れ

ず
、

多
宗
教
共
生
の

趣
が

あ
る
。

し

か

し
、

祝
わ

れ

る

の

は

ヒ

ン

ド
ゥ

ー

教
の

祭
り
が

多
く、

各
地
を
巡
っ

て

い

る
家
族
も

ヒ

ン

ド

ゥ

ー

教
徒
で

あ
る

な

ど、

宗
教
的
要
素
を

含
む

課
の

全
体
を
み

れ

ば
ヒ

ン

ド
ゥ

ー

教

徒
中
心
の

視
点
か

ら

教
科
書
が

作
ら

れ
て

い

る

と

い

え
る

。

　
新

版
教

科
書

陶
笥

ミ
譁

§
（
第
一

〜
三

学
年
を

参
照）

で

は
、

第
一

と

二

学
年
で

は

宗
教

的
要

素
を

含
む

の

は
、

テ

ー

ス

ー

と

い

う
祭
り
に

つ

い

て

第
二

学
年
の

あ
る
一

課
の

「

読
み

物
」

が
一

つ

あ
る

の

み

で

あ
る

（
宗

教

名
明
記
な
し

）

。

第
三

学

年
に

な
る

と

宗
教
的

要
素
を
含
む

課
の

数
は

増
え
る

が
、

そ

こ

で

も

精
霊
の

よ

う
な

存

在
が
人

閲
に

い

た

ず
ら
を

す

る、

太
陽
と

月
が

空
に

あ
る

由
来
な
ど

の

物
語
や

、

登
場
人

物
が

本
文
中

で

発
す
る
一

言
、

あ
る
い

は

挿
絵
に

よ

り
登
場
人

物
の

属
す
る
コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

が

わ
か

る

の

み

の

程
度
で

あ
り、

宗

教
的

要
素
の

度
合
い

は
旧
版
に

比
べ

弱
く
な
っ

て

い

る
と

い

え
る

。

古
代
イ
ン

ド
の

サ

ン

ス

ク
リ
ッ

ト

説

話
集
で

あ
る

『

パ

ン

チ
ャ

タ
ン

ト
ラ

』

に

つ

い

て

の

課
も
第
三

学
年
に

あ

る

が
、

こ

こ

で

も
ヒ

ン

ド

ゥ

i
教
と

は

明
記
さ
れ

ず
そ

の

文
化
的
重
要

性

に

つ

い

て

触
れ

ら

れ
て

い

る

だ

け
で

あ
る

。
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以
上
か

ら

新
旧
教
科

書
に

み

ら

れ
る

宗
教
的
要
素
の

内
容
に

つ

い

て

比

較
し
て

み

る

と
、

ま
ず
旧

版
教
科
書
で

は

個
々

の

宗
教

名
に

は

言
及
さ
れ

ず、

い

く

つ

も
の

宗
教
コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

か

ら

人
物
が

登

場
し
て

い

る
。

し

か

し、

祭
り
や
遺
跡
な
ど

具
体
的
な
宗
教
文

化
を
題
材
と

し
、

ま

た

歴
史

上
の

偉
人
や

物
語
の

登

場
人

物
な

ど

は
そ

の

宗
教
的
属
性
が
わ

か

り
、

そ

し

て、

そ

れ

ら

は
ヒ

ン

ド
ゥ

ー

教
中
心

的
な

視
点
か

ら
の

記
述
で

あ
る

。

一

方、

新
版
教
科
書
で

は

そ

う
い

っ

た

宗
教

的
要
素
に

つ

い

て

は

注
意
深

く

避
け

て

い

る
よ
う
に

見
受
け
ら

れ
る

。

例
え
ば

、

祭
り

を

取
り
上
げ
な

い
、

神
話
や

説
話
な

ど
に

取
材
し

た

も
の

も

減
ら
す

な

ど
で

あ
る

。

ま

た、

そ

う
い

っ

た
要
素
を

含
む

課
数
そ
の

も
の

が

旧
版
に

比
べ

減
っ

て

い

る

こ

と

も
挙
げ
ら
れ
る

。

つ

ま
り
新
版

教
科
書
で

は

宗

教
的
要

素
の

度
合

い

が

弱
く
な
っ

て

い

る

の

で

あ
る

。

以
上
の

こ

と

か

ら、

前
BJP

政
権

後
に

作
ら

れ

た
新

版
ヒ

ン

デ
ィ

ー

語
教
科
書
は、

旧
版
に

比
べ

よ

り
非
宗

教
的
に

な
り、

そ
の

こ

と

か

ら
旧
版
教

科
書
に

は

当
時
の

BJP

政
権
の

ヒ

ン

ド

ゥ

ー

至
上
主

義
的
な

影
響
が

あ
っ

た

と

考
え
ら
れ

る
。

川
崎
市
田

島
小
学
校
に

お

け

る

神
道
教
育
事
例
の

　

　

考
察

ー
山
崎
博
を

中
心
に

ー

一

　

本
発
表
の

強
調
点

・

田

島
小
に

お

け
る

神
道
教
育
事
例
の

指
摘

・

神
道
教
育
に

お

け

る

田
島
小
の

位
置
づ

け

中

道

豪

　
一

　
ニ

　
キ

ー

ワ

ー
ド

　
山

崎
博
　
田
島
小
学

校
　
体
験
教
育
　
入
澤
宗
壽
　
文

化
教
育
学

　
三

　
要
旨

　
本

発
表
は

神
道
教
育

研
究
の
一

環
と

し
て
、

大
正
か

ら
昭

和
に

か

け

て

実
践
さ
れ

た

田

島
小
学

校
（
神
奈
川
県
川
崎
市）

の

教
育
事
例
か

ら、

神

道
教
育
に

あ
た

る

も
の

を

指
摘
し
た

も
の

で

あ
る

。

　
舞
台
と
な
る

田
島
小
は
、

ド

イ
ツ

文
化
教
育
学
に

基
づ

く
体
験
教
育
を

実
践
し
た

学
校
と

し
て

教

育
史
に

名
を
馳
せ

て

い

る
。

そ

の

実
践
は

全
国

的
な
注
目
を

浴
び

、

最
盛
期
に

は

全

国
か

ら

見
学
者
が

押
し

か

け、

つ

い

に

は

参
観
停
止
に

ま

で

至

る
ほ

ど
で

あ
り、

世
界
新
教
育
会

議
で

は

二

度

も
そ

の

取
り

組
み

が

発
表
さ
れ

て

い

る
。

「

体
験
に

よ

り

体
験
に

ま
で

の

教
育
」

を
旗
に

掲
げ
た
実
践
は

田

島
体
験
小
学
校
と

ま

で

呼
ば
れ

る

ま

で

に

な

っ

た
。

　
こ

う
し
た

実
践
は

東
京
帝
国
大
学
の

入

澤
宗

壽
と、

田

島
小

校
長
で

あ

る

山
崎
博
に

よ

っ

て

運
営
さ

れ
た

。

文

化
教
育
学
の

研
究
者
で

あ
り、

実

践
志
向
の

強
か

っ

た

入
澤
と
、

教
育

改
善
を

熱
望
す
る

山

崎
の

意

図
が

重

な
り

合
い

実
現
し

た

実
践
は、

『

日
本

田
島
に

於
け

る

新
教

育
の

実
際
』

『

我
が

校
の

体
験

教
育
』

な

ど

の

書
物
に

ま

と
め

ら
れ、

現
在
に

伝
え
ら

れ

て

い

る
。

入

澤
に

つ

い

て

は

「

入

澤
宗
壽
の

神
道
教
育
」

（

『

明
治
聖
徳

記
念
学
会
紀
要
』

復
刊
第
四
五

号、

平

成
二

〇）

で

考
察
を
為
し
た

。

　
田
島
小
の

特
色
は、

文
化
価
値
の

体
験
を
通
し

て
、

新
た

な

文
化
を

創

造
し

て

い

け
る

人

材
の

育

成
に

あ
っ

た
。

現

実
的
な

実
践
を

組
織
す
る

際
、

必
然
的
に

日

本
と

い

う
風
土
を

意

識
し
た
人
間
教
育
が

計
画
さ

れ
、

そ
の

中
に

神
道
が

姿
を

現
す
の

で

あ
る

。

こ

こ

に

神
道
教
育
の

事
例
研
究

と
し

て

の

意
義
が

あ
る

。
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